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論文内容の要旨
【目的】腰椎椎間板ヘルニア等に対する腰椎後方手術後に，腰痛や下肢痛が消失した後も腰部の倦怠感を
訴える症例に遭遇することがある。その一因として傍脊柱筋の損傷が考えられるが，腰神経根後枝の損傷
も関与している可能性がある。今回我々は動物実験モデルを用いて.種々の脊柱管内操作後の腰神経根後
枝の形態学的変化について基礎的検討を加えた。
【対象・方法】臼本白色家兎雄18羽(10-16週齢.2.5-3.5kg) • 36神経根を対象とした。腰椎後方進入
にてL7/S1閣を露出させ，これを展開群とした。 L7及びSlの椎弓を一部切除の後黄色靭帯を切除し.Sl神経
根を露出させ，これを開窓術群としたu さらに神経根が椎間孔に入る手前で内側に圧排を加え，神経根圧
緋群とした。神経根圧排の方法はセンサー付きレトラクターを用い.5.6g/cofの一定圧で10分間連続的に
圧を加えた。処置後2. 4. 6週目にS神1経根から分枝する神経後枝を探取し.光学顕微鏡及び透過型電
子顕微鏡下に観察した。
【結果】肉眼的には椎弓切除群.及び神経根圧迫群では神経担周囲には癒痕形成が著明であった。組織学
的には展開群では術後4遡. 6週において神経線維の変化は軽度であったが，神経線維聞は疎になってい
た。開窓術後4. 6週目では髄鞘は波状化を呈し，神経根圧排後4. 6週目では髄鞘の非薄化，結節状変
化を認めた。また開窓術群.神経線圧排群では小径有髄線維の増加及び大径有髄線維の減少が認められた。
【考察】腰椎後方手術を行う場合傍脊柱筋の圧排が余儀なくされ，過度に及ぶと筋肉自身の虚血性変化や
破壊により背部違和感が後退する。一方で我々の実験結果から，脊柱管の開窓のみで後枝の組織学的変化
が観察され.神経根を圧排するとさらにこの変化を助長することが示された。つまり脊柱管内への癒痕組
織の進入や過度の神経根の圧排操作は，神経根後枝の変性を助長する可能性があると考えられた。
論文審査の結果の要旨
腰椎椎間板ヘルニア等に対する腰椎後万手術後に. 下肢の症状が消失した後も腰部の倦怠感を訴える症
例に遭遇することがある。この原因として過去の文献上.傍脊柱筋損傷の報告がされているが， 方ーで腰
神経後枝の損傷を指摘する報告もあるじしかし実際腰神経後枝の損傷を証明した報告はないため，今回我
々は動物実験モデルを用いて，種々の脊佐管内操作後の腰神経後枝の形態学的変化について基礎的検討を
加えた。
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日本内色家兎雄18材 (10-16週齢.2.5 -3. 5kg) • 36神経恨を対象とした。腰推後方進入にでL7/S1聞を
露出させ，これを民間群とした。 L7及びS1の惟弓をー部切除の後黄色靭帯を切除し.$1神経恨を露出させ，
これを開窓術鮮とした。さらに神経根が椎間孔に入る手前で・内側に圧排を加え，神経根圧排群とした。神
経根町排の方法ーはセンサー付きレトラクターを則い.5.6g/cofの-定正で10分間連続的に圧を加えた。処
置後2. L 6週日にSl神経根から分枝する神経後枝を採取し，光学顕微鏡及び透過型電子顕微鏡下に観
察した。
その結果.肉眼的には椎弓切除群，及び神経根圧迫群では神経棋周囲には癒痕形成が着明であった。組
織学的には展開群では術後4週， 6週において神経線維の生化は軽度であったが，神経線維問は疎になっ
ていた。開窓術後4. 6週回では髄鞠は波状化を呈し神経棋圧排後 4. 6週回では髄鞘の非薄化.結節
状変化を認めたのまた閑窓術群.神経根圧排群では小得有髄線維の増加及び大径有髄線維の減少が認めら
れた。
腰椎後方手術を行う場合傍脊住筋の[E排が余儀なくされ，過度に及ぷと筋肉自身の虚血性変化や摘傷に
より背部違和感が後遺する。一方，我々の実験結果から，脊柱管の開窓のみで後枝の組織学的変化が観察
され，神経根を}ず排するとさらにこの変化を助長することがホされた。つまり脊柱管内への撒痕組織の進
人や過度の神経根の圧排操作は，神経棋後枝の障害を助長する可能性があると考えられたυ
本論文は過去の文献上証明されていなかった腰椎後方手術後の腰神経後枝の変化を証明し臨床上術後
の腰部症状残存の一因となる可能性を示唆したc よって，本研究者は博jて(医学)の学位を授与されるに
艇するものと認められる。
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